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１ 学校教育における環境教育の体系図
【教科（科目 ・領域別】）

小 学 校

１・２年 生活科 季節の変化と生活
自然や物を使った遊び
動植物の飼育・栽培

道徳 身近な自然に親しむ
自他の生命を尊重する
公徳心を持つ

３年 理科 昆虫や植物の体のつくりと育ち方

体育科 身のまわりの清潔や生活環境

３・４年 社会科 電気・ガスと生活・産業とのかかわり
自然と産業とのかかわり
水と生活・産業とのかかわり
下水道と生活
ごみと生活

道徳 自然環境を大切にする
自他の生命を尊重する
公徳心を持つ

４年 理科 季節と生き物
電気や光の働き
自然界の水の行方

５年 社会科 食糧の確保
大気の汚染
森林の働き／地下水のかん養
水質の汚濁
国土の保全
公害

理科 植物の発芽・成長・結実
動物の発生と成長
流水の働き

５・６年 家庭科 暮らし方
ものの再利用

道徳 自然環境を大切にする
自他の生命を尊重する
公徳心を持つ

６年 理科 動物の体のつくりと動き
生物と環境
水溶液の性質
燃焼と空気
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１～６年 国語科 下記の能力等を育てることに役立つものを教
材として取り上げる。
・伝達力、思考力、想像力
・判断能力
・科学的、論理的見方や考え方
・生命の尊重する心
・自然を愛する心
・文化や伝統に対する理解
・国際協調の精神

上記以外 他の教科や児童の発達段階等を考慮して題材
の教科等 や課題に取り入れる。

中 学 校

２年 社会科 日本の自然環境
環境やエネルギー資源の課題（地理分野）
高度経済成長と公害の発生
国際社会における我が国の役割（歴史分野）

保健体育科 空気の衛生的管理（保健分野）
飲料水の衛生的管理（保健分野）
生活に伴う廃棄物の衛生的管理（保健分野）
※公害と健康（保健分野）地域の実態に即して取り扱う

３年 社会科 地球環境、
資源・エネルギー問題
公害の防止等環境の保全（公民分野）

理科 エネルギー資源（第１分野）
科学技術と人間（第１分野）
自然と人間（第２分野）
自然と環境（第２分野）

１～３年 国語科 下記の能力等を育てることに役立つものを教
材として取り上げる。
・伝達力、思考力、想像力
・判断能力、創造的精神
・科学的、論理的見方や考え方
・人間、社会、自然についての考え
・文化や伝統に対する理解
・国際協調の精神

技術家庭科 技術と環境（技術分野）
作物の栽培（技術分野）
生活の工夫（家庭分野）

道徳 生命の尊重
自然の愛護
公徳心・社会連帯

上記以外 他の教科や生徒の発達段階等を考慮して題材
の教科等 や課題に取り入れる。



- 3 -

高 等 学 校

世界史 環境問題に関する国際協調（現代の世界と日
本）
地球世界の形成（地球世界の形成）

日本史 日本の果たし得る役割（第二次世界大戦後の
日本）

地理 国際協力の必要性（地域性を踏まえてとらえ
る現代世界の課題）
国際協力の必要性（現代世界の諸課題の地理
的考察）
現代社会の諸問題（現代に生きる私たちの課
題）

現代社会 地球環境問題、資源・エネルギー問題（現代
に生きる私たちの課題）
公害の防止と環境保全（現代の社会と人間と
しての在り方生き方）

政治経済 持続可能な開発（現代社会の諸問題）

倫理 人間としての生き方についての自覚（現代と
倫理）

理科基礎 生命と環境（科学の課題とこれからの人間生
活）
物質とエネルギー（科学の課題とこれからの
人間生活）

理科総合 人間の活動と地球環境の変化（人間の活動と
地球環境の変化）
人間の活動と地球環境の変化（人間の活動と
地球環境の変化）

物理 原子と原子核（原子と原子核）

化学 物質と人間生活（物質の構成）

生物 環境と生物の反応（環境と生物の反応）
生態系とその平衡（生物の集団）
野外の生物（課題研究）

地学 大気の熱収支と大気の運動（大気・海洋と宇
宙の構成）
自然環境についての調査（課題研究）

保健体育 保健 環境と健康、環境と食品の健康（社会生活と
健康）
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（ 、 ） （ 、音楽 音 自然音 環境音 と人間の関わり 表現
鑑賞）

美術 自然と造形物との調和（表現、鑑賞）
自然愛護、自然保護（鑑賞）

、 （ ）工芸 資源の再利用 自然エネルギーの利用 全体
人間と自然との調和（表現）
工芸と社会や生活との関わり（鑑賞）

家庭 家庭基礎 環境負荷の少ない生活（消費生活と環境）
生活技術

家庭総合 環境負荷の少ない環境に調和した生活
（消費生活と資源・環境）

国語表現 論理的思考力を伸ばすものを教材に取り上げ
る。

国語総合 下記の能力等を育てることに役立つものを教
材として取り上げる。
・判断能力、創造的精神
・科学的、論理的見方や考え方
・人間、社会、自然についての考え
・文化や伝統に対する理解
・国際協調の精神

現代文 人間、社会、自然に対する考えの深化、発展

古典 人間、社会、自然に対する見方、感じ方、考
え方

上記以外 他の教科や生徒の発達段階等を考慮して題材
の教科等 や課題に取り入れる。

高等学校（農業教育に関する科目）

農業化学基礎 農業の多面的な役割と人間生活との関係（農
業と環境保全）

（ ）環境科学基礎 環境と人間生活の相互関係 環境と人間生活
地域の環境要因と環境調査の方法（環境の調
和）
生態系における物質循環（環境と人間生活）
農村の緑地による景観創造（環境の保全、創
造）
森林による国土・環境の保全（環境の保全、
創造）
農業生物の育成（農業生物の育成）
作物の特性と栽培環境との関係（農業生物の
育成）
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作物 環境要素が作物に与える影響（作物の特性と
栽培技術）
作物の生育と環境の調節（作物の栽培）

野菜 環境要素が野菜に与える影響（野菜の特性と
栽培技術）
野菜の生育と環境の調節（野菜の栽培）

果樹 環境要素が果樹に与える影響（果樹の特性と
栽培技術）
果樹の生育と環境の調節（果樹の栽培）

草花 環境要素が草花に与える影響（草花の特性と
栽培技術）
草花の生育と環境の調節（草花の栽培）

畜産 環境要素が家畜に与える影響（家畜の生理・
生態と飼育環境）
家畜の生育と環境の調節（家畜と飼料、家畜
の飼育）

食品科学 生産環境の管理（食品の衛生検査）

微生物基礎 自然界の物質環境における微生物の役割（微
生物利用の意義と分野）

植物バイオテクノロジー 有機廃棄物の変換利用（バイオマス・エネル
ギーの利用）

（ ）食品流通 食品流通と環境問題 食品流通の構造と機能
食品の栄養や品質保持と環境条件（食品の品
質と規格）

森林科学 森林生態系での物質循環・森林植生の分布
（森林の生態と分布）
林地保育作業と治山（森林の保育と山地の保
全）
環境保全機能など森林機能の総合的利用（森
林の総合的利用）
環境要因が材木の生育に与える影響（森林の
保育と環境）

森林経営 森林の機能（森林の機能）

農業土木 設計 環境と調和した農業土木構造物の設計（農業
土木構造物の設計）

施工 環境に配慮した工事施工（農業基盤整備と自
然環境）

造園計画 造園計画の意義と緑地環境の役割（造園計画
と緑地環境の役割）
環境条件と公園・緑地の計画・設計（公園、
緑地の計画・設計）
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（ ）地域の環境と造園の様式 環境と造園の様式

造園技術 造園の目的に沿った景観の維持管理（植物及
び工作物の管理）

グリーンライフ 農村景観など農業・農村が持つ機能の活用
（農業・農村の機能の活用）

高等学校（工業教育に関する科目）

工業技術基礎 環境に配慮した工業技術（人と技術と環境）

実習 廃材、排気、廃液の処理の配慮

工業管理技術 生産活動における公害防止（安全管理）

機械工作 災害の予防や安全対策（生産の管理）

原動機 エネルギーの消費と環境問題（エネルギー変
換と環境）
自動車の環境対策（自動車）
原子炉の環境配慮（蒸気原動機）

電子機械 電子機械の環境保全等における重要性（電子
機械の概要と役割）

自動車工学 自動車の環境保全に関する技術（自動車と環
境）

自動車整備 自動車の環境保全装置の整備（自動車の整備
と試験）

電力技術 電力利用の省エネルギー技術（省エネルギー
技術）

建築施工 解体工事の廃材の処理（各種技術）

建築計画 設備における省エネルギーの必要性（建築の
設備）
快適な住環境の計画（建築と環境）

（ ）設備計画 設備工業と自然環境との関わり 設備の基礎

衛生・防災設備 水質基準と水道施設（給水・給湯設備）
排水の種類と下水道施設（排水通気設備）
排水処理の必要性とし尿処理設備の構成（排
水処理設備）
排水の再利用（排水処理設備）
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社会基盤工学 基本的な環境保全（社会基盤システム）
社会基盤施設と景観との関わり（社会基盤シ
ステム）

（ ）エネルギー資源の活用 社会基盤整備の概要
水資源の開発と上下水道（治水と利水）

工業化学 資源などの有効利用における化学工業技術
化学工業技術の環境保全に関する重要性

（ ）有害物質とその取扱い 生活と化学工業製品

化学工学 熱の有効利用や省エネルギー・省資源
廃棄物の再利用

地球環境化学 自然環境の保全と人間生活・生態系の関わり
地球環境保全における化学技術の重要性
化石燃料が地球環境に与える影響（資源とエ
ネルギー）
資源やエネルギーの有効利用（資源とエネル
ギー）

（ ）大気汚染の原因・調査方法 自然環境の調査
（ ）水質汚濁の原因・調査方法 自然環境の調査

廃棄物の再資源化技術（環境の保全と化学技
術）
環境保全のための製造工程や環境汚染物質の
処理技術（環境の保全と化学技術）
環境保全に関する法規（環境保全に関する法
規）

工業材料 工業材料のリサイクル（環境と材料）
環境に安全な工業材料の製造・活用（環境と
材料）

材料加工 生産工場における大気汚染対策（工業材料の
製造管理）
生産工場における水質汚染対策（工業材料の
製造管理）

セラミックス技術 セラミックス資源の再利用技術（セラミック
技術と安全）
セラミックス製造における環境保全（セラミ
ック技術と安全）

インテリア計画 インテリアの環境条件（インテリアの環境条
件）

デザイン技術 室内等の環境構成デザイン（環境構成デザイ
ン）
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高等学校（商業教育に関する科目）

ビジネス基礎 環境問題に関する新たなビジネス（経済生活
とビジネス）

国際ビジネス 環境問題に対する企業の社会的責任（我が国
の企業経営）

商品と流通 商品の特性と環境問題（商品）

高等学校（水産教育に関する科目）

水産基礎 海と人間の関わり（海のあらまし）
水産資源・海洋環境の保全と管理（海のあら
まし）

漁業 海の汚染防止（漁業と水産生物）
海の生態系、食物連鎖（漁業と水産生物）

船用機関 船舶に必要な環境汚染防止装置（補機）

栽培漁業 環境改善、漁業管理の技術（栽培技術）

水産生物 水産生物と環境との関わり、生態系

海洋環境 地球環境の変化と海洋環境との関わり（海洋
・陸水環境の保全）
水産資源と海洋・陸水の環境管理（海洋環境
管理の概要）
海洋環境に関する法規（海洋・陸水環境の保
全）
栽培漁業における環境要因（栽培漁業を取り
巻く環境）
漁場の環境特性（漁場環境と調査）
水質等の調査方法（漁場環境と調査）
海洋工事と環境保全（海洋工事と環境保全）
水産生物の生育に必要な環境造成技術（海洋
工事と環境保全）
陸水の環境要因（海洋・陸水環境の保全）
水産生物の生育と環境（栽培漁業を取り巻く
環境）
遊魚と環境との関わり（栽培環境を取り巻く
環境）

水産食品製造 食品製造に起因する水質汚濁と排水処理方法
（海水及び廃棄物の処理）
水産食品製造に起因する公害対策（排水及び
廃棄物の処理）

ダイビング 環境保全に配慮したダイビング
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高等学校（家庭（専門）教育に関する科目）

消費生活 環境保全の考え方を踏まえた消費生活（消費
行動と環境保全）

リビング 健康で安全な室内環境、自然環境（住生活と
デザイン と環境）

公衆衛生 現代の環境問題、生活環境の保全

高等学校（看護教育に関する科目）

看護基礎医学 健康を増進するための環境保全（消費行動と
環境保全）


